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2015年3月23日 

株式会社日立ソリューションズ 

 

日本大学商学部が、ペーパーレス会議の運用基盤として「活文」を導入 
資料作成業務の大幅な省力化とコスト削減を実現し、セキュリティも強化 

 

日本大学商学部（所在地：東京都世田谷区、学部長：小関 勇）は、同学部内で開かれるペーパーレス

会議の運用基盤として、株式会社日立ソリューションズ（本社：東京都品川区、取締役社長：佐久間 嘉

一郎／以下、日立ソリューションズ）の文書管理システム「活文 Contents Lifecycle Manager※1（以下、

活文 CLM）」を導入し、2014年 9月 1日から稼働しました。 

日本大学商学部は、会議資料を「活文 CLM」で管理することで、資料の作成・配布・回収に関する業

務の大幅な省力化とコスト削減を実現しました。また、適正な閲覧制限と秘匿性の高い資料の回収漏れリ

スクの排除により、セキュリティの強化を図りました。 

※1 文書のライフサイクルを管理し、業務効率を向上します。日本大学商学部は旧名称：ラビニティ Oneとして導入しました。 

 

日本大学商学部は、創設100周年記念事業の一環として、新本館を2014年7月16日に竣工しました。同学部で

は、新本館の建設と合わせて整備した無線LAN環境を活用し、教授会や約30の委員会を対象に、会議のペー

パーレス化を決定しました。教授会とは、月2回、約100名の参加者が集まって各種審議を行う会議です。従来、

100～200ページにおよぶ資料を紙で配布していたため、資料の作成・配布・回収の作業負荷が膨大なものとな

っており、会議資料を運用する手段の改善が課題となっていました。 

 

そのような中、日本大学商学部は、会議資料の準備作業を省力化できる点や、タブレットの操作に不慣れな人

でも簡単に資料を閲覧できる点、適切な閲覧権限を付与できる点を評価し、「活文 CLM」と資料閲覧用の端末と

してiPadを採用しました。 

本システムは、資料を管理サーバーで一元管理し、会議時に公開します。会議の参加者は、iPad上の専用の

アプリケーションを起動するだけで、簡単に資料を閲覧できます。会議終了後は、秘匿性の高い資料のみを削除

することが可能です。 

 

日本大学商学部では、システムの導入後、膨大な資料の印刷時間が不要になったり、会議直前の資料の差

し替えが可能になったりと、会議資料の運用において大幅な省力化とコスト削減を実現しました。 

従来、会議1回あたり、約1万～2万枚の資料を印刷して用意していたとすると、年間で約24万枚の会議資料を

準備する作業量を削減できる試算です。 

また、会議体ごとに資料を閲覧できるメンバーを細かく設定することでセキュリティの強化を図りました。加えて、

従来、会議の終了後に行っていた秘匿性の高い資料の回収も、紙資料を配布しないため回収漏れを防ぐことが

でき、情報漏洩を防止しています。 
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日本大学商学部では、新たな会議スタイルを運営していく中で今後も「活文 CLM」を積極的に活用していく予

定です。 

 

図1：システム構成図 

 

■ 「活文CLM」の特長 

「活文 Contents Lifecycle Manager」は、Webブラウザ上で文書管理を行うことができるアプリケーションです。

文書の登録、移動、コピーをすべてドラッグ＆ドロップで操作することができます。 

1. iPadからも社内文書を参照 

iPadから簡単操作でセキュアに社内文書を検索・参照できます。 

2. 文書やフォルダのセキュリティ管理 

フォルダや文書にアクセス権を設定することで、操作できるユーザーを制限できます。また、ユーザー認証

時のセキュリティ方針(パスワードの期限、使用できる文字種など)を、認証ポリシーとして設定できます。さら

に、ユーザーがフォルダや文書に対して行った操作の履歴を取得できます。 

3. 複数の文書を束ねて1つの文書に 

複数のアプリケーションで作成されている文書を参照・印刷するには、それぞれのアプリケーションを起動し

なければならなかったり、また、印刷後に並び替える手間が発生しますが、「クリップ」機能により、複数の文

書を画面上でドラッグして重ねるだけで1つのPDFファイルに束ねられ、参照・印刷できます。 

 

■ 本導入事例の紹介URL    http://www.hitachi-solutions.co.jp/katsubun/case21/ 

■ 「活文」紹介URL         http://www.hitachi-solutions.co.jp/katsubun/ 

Facebook：https://www.facebook.com/katsubun.jp 

http://www.hitachi-solutions.co.jp/katsubun/case21/
http://www.hitachi-solutions.co.jp/katsubun/
https://www.facebook.com/katsubun.jp
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＜商品・サービスに関するお問い合わせ先＞ 

ホームページ：https://www.hitachi-solutions.co.jp/inquiry/  Tel：0120-571-488 

 

＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

担当部署： ブランド・コミュニケーション部 広報・宣伝グループ 

担当者：竹谷、安藤 

Tel：03-5479-5013  Fax：03-5780-6455  E-mail：koho@hitachi-solutions.com 

 

日立ソリューションズ グループは、お客様の業務ライフサイクルにわたり、豊富なソリューションを全体最適の視点で組み合

わせ、ワンストップで提供する「ハイブリッド インテグレーション」を実現します。 

 

※ iPadは、Apple Inc.の商標です。 

※ 活文、ラビニティ、ハイブリッド インテグレーションは、株式会社日立ソリューションズの登録商標です。 

※ その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
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このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、お問い合わせ先、URL  

等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありますので、あら  

かじめご了承ください。  
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